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理化学研究所 計算科学研究センター 「富岳」society5.0推進拠点



Society5.0の世界観をふまえ、技術や事業を通じて2030年頃に実現したい社会の姿（ビジョン）＞⼀場⾯価における価
値の現れ⽅の想定（活⽤シーン）＞関連する研究や技術等の例（S5の実現に貢献する研究の取組み）、とバックキャス
ティングでストーリーを紹介しています。

ビジョン Socitey5.0の世界観をふまえ、
技術や事業の開発を通じて2030年頃に実現したい社会の姿

活⽤シーン
ビジョン（2030年頃の想定）の⼀場⾯で、
これからのさらなる研究開発により、
AI×シミュレーションの融合による価値のあらわれ⽅の想定

S5の実現に
貢献する研究の
取組み

協創で取り組む具体的な研究内容の検討に役⽴つ
研究や技術等の例
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S5の実現に貢献す
る研究の取組みビジョン 活⽤シーン
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資料の解説



各分野の冒頭1ページ ︓当該分野における「ビジョン」と「活⽤シーン」の概要を紹介しています。
各分野の２ページ⽬以降 ︓当該分野における「ビジョン」と「活⽤シーン」の解説を紹介しています。
S5の実現に貢献する研究の取組み ︓ 「活⽤シーン」に関連する研究の取組みを紹介しています。

<冒頭１ページ＞
当該分野における「ビジョン」と「活⽤シーン」の概要を紹介

<2ページ以降＞
「ビジョン」と「活⽤シーン」の解説を紹介
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<S5の実現に貢献する研究の取組み＞
「活⽤シーン」に関連する研究の取組みを紹介

資料の構成



未来の健康と医療
〜ビジョンと活⽤シーン〜
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【未来の健康と医療】「ビジョン」と「活⽤シーン」の概要

ロボットリハビリ
テーション⽀援

リハビリ・ケア空間
のデザイン

リハビリ、ケア
⼀⼈ひとりの状態に応じた適切な
ケアが誰でも利⽤できる社会の実現

⼼臓・脳モデルを
活⽤した

⼿術リハーサル
全⾝循環モデルに
よる予後予測

医療ロボットによ
るヒトの能⼒に
依存しない⼿術

パーソナルな
がんの診断・治療

医療
いつでもどこでも、スマートに個⼈に
あった医療を受けられる社会の実現

健康・疾患リスク
の予測

未病・予防
個⼈や⽣活環境に合った
健康⻑寿社会の実現

住
個⼈の暮らしに合わせて⾃然と
健康が維持される環境の実現

安⼼な⽣活環境
の分析・設計

⼀⼈ひとりの
健康状態にあった
⾷品開発

⾷物アレルギーの
発⽣予測

⾷
⼀⼈ひとりに合わせた安全で健康な
⾷品が開発・流通される社会の実現

創薬期間短縮・
創薬成功確率の

向上
細胞内混雑環境

の理解

創薬
⾰新的イノベーションが次々と
創出される循環の実現
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1. 【未来の健康と医療】 「ビジョン」と「活⽤シーン」の解説︓住、未病・予防、⾷

住
個⼈の暮らしに合わせて⾃然と
健康が維持される環境の実現

⼀⼈ひとりの暮らしを分析し、
⽇常⽣活において⾃然と健康が維持される
環境とするような取り組みが実現している

安⼼な⽣活環境の分析・設計

⼀⼈ひとりの⽣活環境を分析し、健康影響
の⼩さい、安⼼な⽣活環境になるような
分析・設計が可能になっている

未病・予防
個⼈や⽣活環境に合った
健康⻑寿社会の実現

個⼈の状況や特性に応じて、
誰もが疾患リスクや予防の⽅法を理解し、
⾃分にあった取り組みを実施しやすく

なっている

健康・疾患
リスクの予測

個⼈の健康データやライフスタイルに基づき、
将来の健康・疾患等の

リスク予測（予防）が活⽤されている

⾷
⼀⼈ひとりに合わせた安全で健康な
⾷品が開発・流通される社会の実現

オーダーメイド⾷品の開発に
デジタルツインを活⽤し、
個⼈の状況や特性に対して
安全な⾷⽣活が実現している

⾷物アレルギーの
発⽣予測

⾷物アレルギーの
発⽣機序の
予測モデルが、

アレルギー対策⾷品
の研究開発に
活⽤されている

⼀⼈ひとりの
健康状態にあった
⾷品開発

⾼機能でおいしく、
⼀⼈ひとりの

健康状態にあった
⾷品の開発に
HPC/AI技術が
活⽤されている
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研究シーズは
11,12,13,14,15ページ

研究シーズは
20ページ

研究シーズは
22ページ



医療
いつでもどこでもスマートに個⼈にあった医療を受けられる

社会の実現

パーソナルな
がんの診断・治療

⼀⼈ひとりの症状に
応じた診断と先進的な
治療法を分析・提案
する⽅法が確⽴され、
現場に導⼊されている

⼼臓・脳モデルを
活⽤した

⼿術リハーサル

⼿術前に
臓器シミュレーションを
使った予備検証が
活⽤されている

全⾝循環
モデルによる
予後予測

⼈体の循環モデルを
活⽤することにより、
全⾝管理の観点から
最適な治療や予後管理
が実施できている

医療ロボットによる
ヒトの能⼒に
依存しない⼿術

ロボットを活⽤することで、
本⼈の症状に合わせた、
ヒトの能⼒に依存しない
⼿術が⾏われている

シミュレーションやデジタルツインを⾼度に活⽤することにより、
例えば、必ずしも専⾨医が居ない場合でも、⼀⼈ひとりが⾃分の状況に合わせて

適切な医療を選び、受けることができるようになっている

2. 【未来の健康と医療】 「ビジョン」と「活⽤シーン」の解説︓医療
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研究シーズは
19ページ

研究シーズは
16,17,18ページ



3. 【未来の健康と医療】 「ビジョン」と「活⽤シーン」の解説︓創薬

創薬
⾰新的イノベーションが次々と
創出される循環の実現

個⼈にあった効能を持つ候補物質の探索や、
投薬時のリスクを軽減する⾰新的な薬品が次々と開発されている

創薬期間短縮・
創薬成功確率の向上

創薬候補物質の探索に、
デジタルツインが活⽤され、

安全・⾼速な開発が進められている

細胞内混雑環境の理解

治療薬・ワクチンなどの
⼈体に与える影響が精密に理解され、

分⼦レベルでの創薬が
効果的かつ安全に推進されている
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研究シーズは
20,21ページ

研究シーズは
22ページ



4. 【未来の健康と医療】 「ビジョン」と「活⽤シーン」の解説︓リハビリ、ケア

リハビリ、ケア
⼀⼈ひとりの状態に応じた適切な
ケアが誰でも利⽤できる社会の実現

治療経過や症状に応じて、適切かつ安全なリハビリテーションやケアを、
誰もがどこに居ても利⽤できるようになっている

ロボットリハビリテーション
⽀援

脳・⾝体機能モデルを活⽤し、
⼀⼈ひとりに合わせたリハビリテーション

が利⽤できている

リハビリ・ケア空間の
デザイン

医療・介護施設以外に公共施設等
も安全・快適な空間となるように

デジタルツインで解析・最適化がされて
おり、専⾨施設以外でもリハビリ・ケア
が実施できるようになっていいる

9
研究シーズは
17,18ページ

研究シーズは
14ページ



未来の健康と医療
〜S5の実現に貢献する研究の取組み〜
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R-CCSの気候・気象シミュレーションの貢献
富⽥先⽣・三好先⽣（R-CCS）

出典︓https://www.r-ccs.riken.jp/newsletter/nobel-prize/2021.html#modal4

R-CCSにはモデルの⾼度化をとおして雲の理解・地域の気候変動予測・複合災害予測等に取り組む「複合系気候科学研究チーム」と、リアルタイム天気予報の
実現を⽬指してゲリラ豪⾬の予測等を⾏う「データ同化研究チーム」がある。2つのチームは協同して気象制御調査研究・予測科学・国際協⼒のプロジェクトを進
めており、SDGsの「⽬標13 気候変動に具体的な対策を」をはじめとしたさまざまな社会的課題の解決に貢献している。
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「富岳」×ビッグデータ同化×AI 30秒ごとに更新するリアルタイム天気予報
三好先⽣（R-CCS）

10~30秒毎に
3次元全天スキャン

⾼頻度レーダ観測と数値天気予報を統合

理研天気予報研究︓https://weather.riken.jp/

「富岳」で30秒毎に更新する天気予報をリアルタイム配信

https://www.mti.co.jp/?p=21823
アプリ名︓3D⾬雲ウォッチ
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https://www.mti.co.jp/?p=21823


将来の暑熱環境の変化シミュレーション
⼤⽯先⽣・坪倉先⽣・⽥村先⽣（R-CCS）
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u兵庫県神⼾市COE形成推進事業
異なる時間スケールを考慮したレジリエント社会形成に資する計算科学研究︓
「将来の暑熱環境の変化シミュレーション」

u領域気候モデルによる50mメッシュの気象計算、三宮エリアにおいて超⼤規模熱流体解析ソフト「CUBE」を⽤い
た数mメッシュでの街区モデル分析を実施

u将来の暑熱環境を踏まえ「⽇陰創出、緑化」「せせらぎ⽔路」「⾵の道」
等による暑熱環境変化シミュレーションを実施

集約型都市分散型都市現状
領域気候モデルによる都市の熱環境評価の例



新興ウイルス感染症にロバストで健康･快適･サステナブルなポストコロナ時代の室内環境設計
坪倉先⽣（R-CCS/神⼾⼤学）

出典︓「富岳」が拓くSociety5.0時代のスマートデザイン http://www.eccse.kobe-u.ac.jp/assets/files/2021/210907tsubokura_HPCSummer.pdf 14



感染シミュレーション 新型コロナの感染モデル（エージェントベースモデル）
伊藤先⽣（R-CCS）

出典︓https://www.r-ccs.riken.jp/wp/wp-content/uploads/2020/10/20200515_ito.pdf 15



⼼臓シミュレータ UT-Heart
久⽥先⽣（UT-Heart研究所）
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出典︓理化学研究所計算科学研究センター (R-CCS) センター⻑松岡聡 2023年7⽉20⽇ 財務省勉強会講演資料



脳結合データ解析と機能構造推定に基づくヒトスケール全脳シミュレーション
⼭﨑先⽣（電気通信⼤学）

出典︓https://fugaku100kei.jp/events/kasoku/2022/poster/、https://www.hpci-office.jp/output/hp210169/outcome.pdf?1731073642 17

ヒトスケール脳シミュレーション マウス脳⾝体モデルによる随意運動学習のシミュレーション

(Yamazaki, Lennon 2019; Yamazaki 2021)

ヒトスケール脳シミュレーション（左）︓「富岳」を⽤いて、世界初、960億ニューロン・57兆シナプスの⼤脳⼩脳シミュレーションを達成。
マウス脳⾝体モデル（右）︓げっ⻭類〜⼩型霊⻑類規模の⼤脳⽪質-基底核-視床-⼩脳シミュレーションを、⾝体モデルとの統合を含めて実現。

https://fugaku100kei.jp/events/kasoku/2022/poster/%E3%80%81https:/www.hpci-office.jp/output/hp210169/outcome.pdf%3F1731073642


包括的計測情報による多種全脳データ同化と特異的振動活動の探求
五⼗嵐先⽣（R-CCS）

出典︓ https://fugaku100kei.jp/events/kasoku/2024/poster/4/ 18

本研究では、哺乳類の脳のデータをもとに、「富岳」上でデジタルの脳をつくりだす取り組みを⾏っている。
脳の中の結合や神経細胞の活動の計測技術が急速に発展し、脳のデータが爆発的に増えている。これらの計測データと、天気予報にも利⽤されているデー
タ同化という技術も駆使して、脳のシミュレーションをより正確に⾏うことで、脳の働きや神経疾患の理解を⽬指している。



⼤規模データ解析と⼈⼯知能技術によるがんの起源と多様性の解明
宮野先⽣（東京科学⼤学）

出典︓https://fugaku100kei.jp/events/kasoku/2022/poster/、https://odcla.mddsc.jp/research/, https://www.r-ccs.riken.jp/highlights/pickup6/ 19

【概要・⽬標】
Ａ）がんの種はいつ発芽したのか︖
発がんの初期のクローン選択はどのようにして⽣ずるのかを解明する
Ｂ）変幻⾃在するがんの正体は︖
獲得される遺伝⼦変異によってどのようにして多様性が⽣じ、転移や治療抵抗性の獲得、再発にいたるのか解明する
Ｃ）がん消滅への道
それらはどのようにがんの臨床的な振る舞いと関連するのか解明する

【研究内容】
本研究グループは、これまでにがんの⼤規模データ解析⼿法の３つの柱として Genomon、SiGN、Deep Tensor
といったソフトウェアの開発を⾏ってきました。

l Genomon: がんゲノムシーケンスデータ解析パイプライン
l SiGN: ⼤規模遺伝⼦ネットワーク推定ソフトウェア
l Deep Tensor: 複雑なネットワーク構造から、サブネットワークと相互関係を抽出する

これらソフトウェアを発展させてスーパーコンピュータ「富岳」上へと実装し、次の研究を実施します。
l 発がん初期や前がん病変にみられると思われる微少なクローン(細胞集団)を検出するために単⼀の組織か

ら多数のサンプリングを⾏い、 それらの変異を包括的に解析することでクローンの間の変異の包含関係を調
べ、クローンの拡⼤や進展を記述する。

l 臨床情報を有する⼤規模コホートのマルチオミクス解析を通じて、疾患の特徴との相互関係を記述する。
l 全エクソンおよび全ゲノムシーケンスや独⾃に開発している単⼀細胞シーケンスなど先駆的な⼿法を⽤いて、
新規の発がんメカニズムの解明を⾏う。

Deep Tensorを説明可能なAI技術にする
ため、今回、新たに「TRIP」というプログラムを
開発。それにより、Deep Tensorの予測結
果の根拠を⽰すことができるようになった。



創薬DXプラットフォーム
奥野先⽣（R-CCS）
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産学連携による次世代創薬AI開発
本間先⽣（R-CCS）

出典︓https://www.amed.go.jp/program/list/11/02/001_02-04.html 21



「富岳」を⽤いた分⼦機能の予測と創薬応⽤
杉⽥先⽣（R-CCS）
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●理化学研究所 計算科学研究センター 「富岳」society5.0推進拠点 横⼭昌弘
ｍasahiro.yokoyama@riken.jp

●委託先 株式会社JSOL 松崎 健⼀
matsuzaki.kenichi@jsol.co.jp

問い合わせ先
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http://riken.jp
mailto:matsuzaki.kenichi@jsol.co.jp

